
課題
○地域計画策定などの新たな業務が増え
たことで、活動記録簿の集計や農地パト
ロールへの同⾏時の地図や写真等の準備
など事務局の業務を省⼒化する必要が
ある。

○委員の⾼齢化が進み、委員によっては
タブレット等の機器に対する抵抗感が少
なからずあり、操作の習得に時間を要し
てしまう。

七宗町 全域

①取組開始前の状況や課題

タブレット活⽤に向けたサポート
○タブレット活⽤に向け、ログイン⽅法・現地確認アプリの操作⽅法・ワンデスク
システムでの活動記録簿の⼊⼒等の研修を⾏った。
４⽉・9⽉・11⽉・2⽉の総会後にタブレット操作を練習する時間を設けた。

ワンデスクシステムの活⽤
○11⽉の地域別研修後も町の総会後に
⼊⼒の練習を⾏っており、現在は紙の提出を
基本としているが、ワンデスクシステムを
利⽤した⼊⼒をする委員も増えてきている。

現地確認アプリの活⽤
○申請時の現地確認や農地パトロール時に
事務局も同⾏し、研修後に操作⽅法の確認。
場所によっては通信が出来ない場所もある
ためオフラインモード時の⼊⼒⽅法を確認。

②取組内容

更なるタブレット活⽤を促進
○現在は紙の活動記録簿の提出がベースであるが、引き続き研修を⾏い活動記録簿⼊⼒はワンデスクシステムへ移⾏していく。
○現地確認や⽇頃の⾒回りにｅＭＡＦＦ現地確認アプリを活⽤できるよう今後も総会後の研修を予定。
〇その他タブレットを活⽤した事務作業軽減⽅法を模索。

③今後の展開と⽅向性

「タブレット活⽤による業務効率化」

【地域の概要】
○七宗町は、岐⾩県の中南部に位置し、東⻄・南北はそれぞれ約12kmをもち、⾯積は90.47k㎡あり町域の9割
は、⼭林が占め、平地は極めて少ない中⼭間地域です。

○地域全体での⾼齢化、地域外在住者が農地を相続等により、耕作放棄地が増加している。
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